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朝日町
●令和５年度
　過疎地域持続的発展優良事例表彰式
●基調講演「過疎地域の使命」
　《講師》宮口 侗廸 氏（早稲田大学名誉教授）
●パネルディスカッション
「ウェルビーイング先進地域
～多様な人材が創るこれからの地域社会～」
ＡＮＡクラウンプラザホテル富山（富山市）

富山県民会館ホール（富山市） ●第１分科会 優良事例発表・現地視察
（あさひコミュニティホールアゼリア）

氷見市 ●第２分科会 優良事例発表・現地視察
（氷見市芸術文化館）

南砺市 ●第３分科会 パネルディスカッション・現地視察
（南砺市井波総合文化センター）

主催／総務省、全国過疎問題シンポジウム実行委員会（富山県、一般社団法人全国過疎地域連盟、富山県地域振興団体協議会）
後援／農林水産省、国土交通省、子ども家庭庁（申請中）、文部科学省、厚生労働省、経済産業省、環境省、全国知事会、全国都道府県議会議長会、全国市長会、全国市議会議長
会、全国町村会、全国町村議会議長会、全国山村振興連盟、一般財団法人地域活性化センター、富山県市長会、富山県市議会議長会、富山県町村会、富山県町村議会議長会、公
益財団法人富山県市町村振興協会、読売新聞北陸支社、朝日新聞富山総局、 毎日新聞社富山支局、北陸中日新聞、株式会社日刊工業新聞社富山支局、日本経済新聞社富山支
局、（一社）共同通信社富山支局、時事通信社富山支局、北日本新聞社、富山新聞社、ＮＨＫ富山放送局、北日本放送、富山テレビ放送、チューリップテレビ、富山エフエム放送、一
般社団法人富山県ケーブルテレビ協議会

締切後、確定した参加内容を日本旅行よりメールにてご案内いたします。参加費が生じる場合、その振込先等に
ついても併せてご案内いたします。キャンセル料についてはWEBサイトをご確認ください。

令和５年９月8日（金）

※参加申込はWEBのみとなります。郵送、FAXによる申請は受け付けておりません。ご了承ください。 参加申込は
こちらから
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現地視察 定員：８０名

金
27日 分科会（パネルディスカッション・現地視察） 南砺市

8:15 富山駅北口発（専用バス利用の場合）

・当日は富山駅と各分科会場および各視察先を結ぶ専用バスを運行します。
・現地視察の定員は各80名です。申込多数の場合は抽選により参加者を決定します。
・現地視察に参加される方には、参加費（昼食代）が発生します。
・午前のみ参加の方は無料です。（終了後、専用バスにて富山駅に戻ります）

南砺市 南砺市井波総合文化センター

図司 直也 氏（法政大学現代福祉学部 教授）
田口 太郎 氏（徳島大学大学院社会産業理工学研究部 准教授）
小玉 陽造 氏（山口県岩国市 市民協働部長）
小島 公明 氏（兵庫県朝来市いくの地域自治協議会 事務局長）
川島 尚子 氏（高知県室戸市まちづくり推進課 集落支援員）

［コーディネーター］
［パネリスト］

1 （一社）ジソウラボ取組紹介（概要説明・散策）
7年間で42件の空き家・空き店舗が再生されている井波のまちを、
散策しながら体感していただきます。（クラフトビール工房、コーヒーショップなど）

２ 世界遺産 相倉合掌造り集落（見学・お土産等購入）

9:00 会場受付開始

9:30

12:00 解散（午前のみの参加者は専用バスで富山駅へ）

17:00 解散（富山駅）

12:15 （昼食：道の駅木彫りの里（麦屋ポークの山海膳））

世界遺産 相倉合掌造り集落

ジソウラボ

第3分科会

参加申込のご案内

会場・交通案内

全体会会場・交流会　会場MAP

第1分科会　朝日町

●飛行機でお越しの場合
《富山きときと空港》

《富山きときと空港》から会場までは
タクシーで約２５分／バスで約25分
（富山市役所前下車すぐ）

▶富山～東京
▶富山～北海道

約５５分
約１時間２５分

●鉄道でお越しの場合
《JR富山駅》

▶富山～東京
▶富山～大阪
▶富山～名古屋

約2時間10分
約3時間10分
約3時間

●自動車でお越しの場合
《富山I.C》

▶富山～東京

▶富山～大阪

▶富山～名古屋

約４時間５0分

約4時間15分

約3時間

●参加費
（1名あたり）

●参加申込方法

全体会

分科会

参加無料
交流会 5,000円

参加無料
●第１分科会（朝日町） 2,130円（昼食代含む）
●第２分科会（氷見市） 2,200円（昼食代含む）
●第３分科会（南砺市） 1,950円（昼食代含む）

現地視察

午　前
木26日

10

金27日
10

ＵＲＬまたは二次元コードからWEBサイトにアクセスし、お申込みください。
https://va.apollon.nta.co.jp/kaso-symposium2023/
申込期限

お問合せ先

（関越自動車道 練馬I.C上信越自動車道-北陸自動車道 富山I.C）

（名神高速道路 豊中I.C-北陸自動車道 富山I.C）

（東海北陸自動車道 一宮I.C-北陸自動車道 富山I.C）《JR富山駅》から会場までは徒歩１０分

富山県民会館
〒930-0006
富山県富山市新総曲輪4番18号

全体会

ANAクラウン
プラザホテル富山
〒930-0084
富山県富山市大手町2番3号

交流会

２００m

あさひコミュニティホールアゼリア
〒939-0744 富山県下新川郡朝日町平柳６８８

第2分科会　氷見市
氷見市芸術文化館　
〒935-0021 富山県氷見市幸町31-9

第3分科会　南砺市
南砺市井波総合文化センター　
〒932-0231 富山県南砺市山見1400

●JR富山駅（南口）から徒歩約10分

●JR富山駅（南口）から徒歩約1５分

〒930-0001　富山市明輪町１番２３０号　TEL：076（433）1184
（営業日：平日10：00～18：00※土日祝日／年末年始は休業）

【観光庁長官登録旅行業第2号/一般社団法人日本旅行業協会正会員】
株式会社 日本旅行 TiS富山支店「全国過疎問題シンポジウム2023 in とやま」受付デスク 係（担当：木下・堀江・瀧川）
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～縮退する過疎集落に向き合う現場での取組と課題～」
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現地視察 定員：８０名

全国過疎問題シンポジウム2023 in とやま
開催のご案内

過疎地域では、人口減少や少子高齢化が進展し、産業の衰退による地域社会の活力の低下をはじめ、
集落機能の低下等さまざまな課題に直面しています。 

一方で、豊かな自然や農地、森林などを有する過疎地域は、水源の涵養、食料の生産、自然災害の防止といった
人々の生活や生産活動を支える公益的役割を担うとともに、ウェルビーイング〈自分らしく幸せに生きられること〉を

実感できる『幸せの基盤』が揃っています。 
　「全国過疎問題シンポジウム2023 in とやま」は、

過疎地域の可能性について、新たな気づきや発見がある場とするとともに、全国の優れた取組にふれ、
参加者相互の交流を図るなど、人と人とのつながりを通じて将来に向けた取組を考える契機となることを目指します。 

大会趣旨

木
26日 全体会 富山県民会館ホール（富山市）

木
26日 交流会 ANAクラウンプラザホテル富山（富山市）

金
27日 分科会（優良事例発表会・現地視察） 朝日町／氷見市

12:00 受付開始
11:00 展示ブースオープン

13:00 開会式

8:30 富山駅北口発（専用バス利用の場合）

・開会宣言
・主催者挨拶
・歓迎挨拶

富山県地域振興団体協議会過疎地域振興部会長（朝日町長）
総務大臣　（一社）全国過疎地域連盟会長
富山県知事

指出 一正 氏（（株）sotokoto online 編集長）
藤田 とし子 氏（まちとひと 感動のデザイン研究所 代表）
金子 知也 氏（（公社）中越防災安全推進機構にいがたイナカレッジ マネージャー）
島田 優平 氏（（一社）ジソウラボ 代表理事）
佐藤 みどり 氏（NPO法人立山 クラフト舎 代表理事）

［コーディネーター］
［パネリスト］

宮口 侗廸 氏（早稲田大学名誉教授）
1946年富山県富山市（旧細入村）生まれ。東京大学地理学科同大学院博士課程にて社会地理学を専攻し早稲田大学に勤
務、1985年教授、その後教育・総合科学学術院長を歴任。2017年名誉教授。国土審議会専門委員、大学設置審議会専門
委員、自治大学校講師、富山県景観審議会会長、富山市都市計画審議会会長を歴任、2021年3月まで総務省過疎問題懇
談会座長として、新しい過疎法の制定に尽力、地方の発展のあり方について発言を続ける。1985年から富山市在住。『過疎
に打ち克つー先進的な少数社会をめざしてー』（原書房）ほか著書多数。

・当日は富山駅と各分科会場および各視察先を結ぶ専用バスを運行します。
・現地視察の定員は各80名です。申込多数の場合は抽選により参加者を決定します。
・現地視察に参加される方には、参加費（昼食代）が発生します。
・午前のみ参加の方は無料です。（終了後、専用バスにて富山駅に戻ります）

基調講演《講師》

金子 知也 氏

中越地震により過疎化が加速した新潟県中越
地域の農村地区で都市部の若者を受け入れ
るプログラム「にいがたイナカレッジ」を
2012年に立ち上げる。プログラムへの参加
をきっかけに定住する人も多くみられるよう
になり、県内各地にも活動の輪を広げている。

藤田 とし子 氏

かしわインフォメーションセンター時代に
は、クチコミを活用した魅力発信事業でまち
のにぎわいと回遊性を創出。その後も一貫
して持続可能なまちづくりにこだわり、市民
起点の『まち歩きMAPプロジェクト』を全国
150エリアで展開。次世代人材の育成に力
を注いでいる。 

島田 優平 氏

2008年から家業の林業に携わる。森林を
キーワードに人と人との関係性や地域の方向
性について考え、各種事業に参画。井波日本
遺産推進協議会ワーキンググループ座長と
して、日本遺産関連事業を推進。これを機に
ジソウラボを有志で設立し、地域活性に取り
組む。

パネルディスカッション《パネリスト》

朝日町

公益社団法人 中越防災安全推進機構
にいがたイナカレッジ マネージャー

●交流会参加費
　お一人様：5,000円

富山の地酒もご用意しています。
皆様のご参加をお待ちしております。

指出 一正 氏（（株）sotokoto online 編集長）
『ソトコト』編集長。富山県「くらしたい国、富山」推進本部本部員、島根県「しまコトアカデミー」メイン講師、山形県小国町「白
い森サスティナブルデザインスクール」メイン講師、和歌山県田辺市「たなコトアカデミー」メイン講師、福島相双復興推進
機構「ふくしま未来創造アカデミー」メイン講師、奥大和地域誘客促進事業実行委員会、奈良県、吉野町、天川村、曽爾村
「MIND TRAIL  奥大和 心のなかの美術館」エリア横断キュレーター、群馬県庁31階「ソーシャルマルシェ&キッチン
『GINGHAM（ギンガム）』」プロデューサーをはじめ、地域のプロジェクトに多く携わる。内閣官房、総務省、国土交通省、農
林水産省、環境省などの国の委員も務める。経済産業省「2025年大阪・関西万博日本館」クリエイター。著書に『ぼくらは
地方で幸せを見つける』（ポプラ新書）。

パネルディスカッション《コーディネーター》

宮口 侗廸 氏（早稲田大学名誉教授）
総務大臣賞及び全国過疎地域連盟会長賞受賞団体

［コーディネーター］
［発表者］

1 ヒスイテラス（見学・ヒスイ探し）
2 ふるさと美術館（見学・DX取組事例紹介）

17:30 受付開始

9:15 会場受付開始

9:50 過疎地域持続的発展優良事例発表会

11:55

12:30 解散（午前のみの参加者は専用バスで富山駅へ）

17:00 解散（富山駅）

12:40 （昼食：紋左（たら汁定食））

18:00 開会～ 19:30 閉会

13:20 令和５年度過疎地域持続的発展優良事例表彰式

13:50 休憩

15:00 休憩

16:55 次期開催県紹介

17:00 閉会

15:10 パネルディスカッション
「ウェルビーイング先進地域
～多様な人材が創るこれからの地域社会～」

14:05 基調講演「過疎地域の使命」
《講師》宮口 侗廸 氏（早稲田大学名誉教授）

（一社）みらいまちラボ合同代表、
レオス・キャピタルワークス株式会社 代表取締役会長兼社長 CEO＆CIO

（朝日町次世代パブリックマネジメントアドバイザー、（株）博報堂）

あさひ舟川「春の四重奏」

ヒスイテラスから望むヒスイ海岸

第1分科会

8:30 富山駅北口発（専用バス利用の場合）

氷見市

指出 一正 氏（（株）sotokoto online 編集長）
総務大臣賞及び全国過疎地域連盟会長賞受賞団体

［コーディネーター］
［発表者］

1 氷見漁港場外市場 ひみ番屋街（お土産等購入）
2 SAYS FARM（見学、ワイン試飲※）※別途有料・希望者のみ
3 あいやまガーデン（見学）
4 漁業文化交流センター（見学）

9:15 会場受付開始

9:50 過疎地域持続的発展優良事例発表会

11:50 解散（午前のみの参加者は専用バスで富山駅へ）

17:00 解散（富山駅）

12:00 （昼食：番屋亭（海鮮御膳））

虻ヶ島越しの立山連峰

氷見市漁業文化交流センター

第2分科会

©（一社）朝日町観光協会

©（一社）朝日町観光協会

©（公社）とやま観光推進機構

©（公社）とやま観光推進機構

現地視察 定員：８０名

（一社）ジソウラボ 代表理事 佐藤 みどり 氏
愛知県瀬戸市を中心に陶芸を学ぶ。2014年
富山県立山町に移住し、3年間立山町地域お
こし協力隊として活動。2015年から、全国か
らもの作りの作家が集うクラフトフェア「立山
Craft」を毎年主催。2017年NPO法人立山ク
ラフト舎を設立し代表理事を務める。

NPO法人立山 クラフト舎 代表理事/陶芸家

まちとひと 感動のデザイン研究所　代表

あさひコミュニティホール アゼリア

氷見市芸術文化館

としみち

スペシャルトークセッション
「富山県朝日町発、日本の幸せづくり
～一人ひとりが住みたい場所に住み続けるために～」
藤野 英人 氏

畠山 洋平 氏
× （ ）



現地視察 定員：８０名

全国過疎問題シンポジウム2023 in とやま
開催のご案内

過疎地域では、人口減少や少子高齢化が進展し、産業の衰退による地域社会の活力の低下をはじめ、
集落機能の低下等さまざまな課題に直面しています。 

一方で、豊かな自然や農地、森林などを有する過疎地域は、水源の涵養、食料の生産、自然災害の防止といった
人々の生活や生産活動を支える公益的役割を担うとともに、ウェルビーイング〈自分らしく幸せに生きられること〉を

実感できる『幸せの基盤』が揃っています。 
　「全国過疎問題シンポジウム2023 in とやま」は、

過疎地域の可能性について、新たな気づきや発見がある場とするとともに、全国の優れた取組にふれ、
参加者相互の交流を図るなど、人と人とのつながりを通じて将来に向けた取組を考える契機となることを目指します。 

大会趣旨

木
26日 全体会 富山県民会館ホール（富山市）

木
26日 交流会 ANAクラウンプラザホテル富山（富山市）

金
27日 分科会（優良事例発表会・現地視察） 朝日町／氷見市

12:00 受付開始
11:00 展示ブースオープン

13:00 開会式

8:30 富山駅北口発（専用バス利用の場合）

・開会宣言
・主催者挨拶
・歓迎挨拶

富山県地域振興団体協議会過疎地域振興部会長（朝日町長）
総務大臣　（一社）全国過疎地域連盟会長
富山県知事

指出 一正 氏（（株）sotokoto online 編集長）
藤田 とし子 氏（まちとひと 感動のデザイン研究所 代表）
金子 知也 氏（（公社）中越防災安全推進機構にいがたイナカレッジ マネージャー）
島田 優平 氏（（一社）ジソウラボ 代表理事）
佐藤 みどり 氏（NPO法人立山 クラフト舎 代表理事）

［コーディネーター］
［パネリスト］

宮口 侗廸 氏（早稲田大学名誉教授）
1946年富山県富山市（旧細入村）生まれ。東京大学地理学科同大学院博士課程にて社会地理学を専攻し早稲田大学に勤
務、1985年教授、その後教育・総合科学学術院長を歴任。2017年名誉教授。国土審議会専門委員、大学設置審議会専門
委員、自治大学校講師、富山県景観審議会会長、富山市都市計画審議会会長を歴任、2021年3月まで総務省過疎問題懇
談会座長として、新しい過疎法の制定に尽力、地方の発展のあり方について発言を続ける。1985年から富山市在住。『過疎
に打ち克つー先進的な少数社会をめざしてー』（原書房）ほか著書多数。

・当日は富山駅と各分科会場および各視察先を結ぶ専用バスを運行します。
・現地視察の定員は各80名です。申込多数の場合は抽選により参加者を決定します。
・現地視察に参加される方には、参加費（昼食代）が発生します。
・午前のみ参加の方は無料です。（終了後、専用バスにて富山駅に戻ります）

基調講演《講師》

金子 知也 氏

中越地震により過疎化が加速した新潟県中越
地域の農村地区で都市部の若者を受け入れ
るプログラム「にいがたイナカレッジ」を
2012年に立ち上げる。プログラムへの参加
をきっかけに定住する人も多くみられるよう
になり、県内各地にも活動の輪を広げている。

藤田 とし子 氏

かしわインフォメーションセンター時代に
は、クチコミを活用した魅力発信事業でまち
のにぎわいと回遊性を創出。その後も一貫
して持続可能なまちづくりにこだわり、市民
起点の『まち歩きMAPプロジェクト』を全国
150エリアで展開。次世代人材の育成に力
を注いでいる。 

島田 優平 氏

2008年から家業の林業に携わる。森林を
キーワードに人と人との関係性や地域の方向
性について考え、各種事業に参画。井波日本
遺産推進協議会ワーキンググループ座長と
して、日本遺産関連事業を推進。これを機に
ジソウラボを有志で設立し、地域活性に取り
組む。

パネルディスカッション《パネリスト》

朝日町

公益社団法人 中越防災安全推進機構
にいがたイナカレッジ マネージャー

●交流会参加費
　お一人様：5,000円

富山の地酒もご用意しています。
皆様のご参加をお待ちしております。

指出 一正 氏（（株）sotokoto online 編集長）
『ソトコト』編集長。富山県「くらしたい国、富山」推進本部本部員、島根県「しまコトアカデミー」メイン講師、山形県小国町「白
い森サスティナブルデザインスクール」メイン講師、和歌山県田辺市「たなコトアカデミー」メイン講師、福島相双復興推進
機構「ふくしま未来創造アカデミー」メイン講師、奥大和地域誘客促進事業実行委員会、奈良県、吉野町、天川村、曽爾村
「MIND TRAIL  奥大和 心のなかの美術館」エリア横断キュレーター、群馬県庁31階「ソーシャルマルシェ&キッチン
『GINGHAM（ギンガム）』」プロデューサーをはじめ、地域のプロジェクトに多く携わる。内閣官房、総務省、国土交通省、農
林水産省、環境省などの国の委員も務める。経済産業省「2025年大阪・関西万博日本館」クリエイター。著書に『ぼくらは
地方で幸せを見つける』（ポプラ新書）。

パネルディスカッション《コーディネーター》

宮口 侗廸 氏（早稲田大学名誉教授）
総務大臣賞及び全国過疎地域連盟会長賞受賞団体

［コーディネーター］
［発表者］

1 ヒスイテラス（見学・ヒスイ探し）
2 ふるさと美術館（見学・DX取組事例紹介）

17:30 受付開始

9:15 会場受付開始

9:50 過疎地域持続的発展優良事例発表会

11:55

12:30 解散（午前のみの参加者は専用バスで富山駅へ）

17:00 解散（富山駅）

12:40 （昼食：紋左（たら汁定食））

18:00 開会～ 19:30 閉会

13:20 令和５年度過疎地域持続的発展優良事例表彰式

13:50 休憩

15:00 休憩

16:55 次期開催県紹介

17:00 閉会

15:10 パネルディスカッション
「ウェルビーイング先進地域
～多様な人材が創るこれからの地域社会～」

14:05 基調講演「過疎地域の使命」
《講師》宮口 侗廸 氏（早稲田大学名誉教授）

（一社）みらいまちラボ合同代表、
レオス・キャピタルワークス株式会社 代表取締役会長兼社長 CEO＆CIO

（朝日町次世代パブリックマネジメントアドバイザー、（株）博報堂）

あさひ舟川「春の四重奏」

ヒスイテラスから望むヒスイ海岸

第1分科会

8:30 富山駅北口発（専用バス利用の場合）

氷見市

指出 一正 氏（（株）sotokoto online 編集長）
総務大臣賞及び全国過疎地域連盟会長賞受賞団体

［コーディネーター］
［発表者］

1 氷見漁港場外市場 ひみ番屋街（お土産等購入）
2 SAYS FARM（見学、ワイン試飲※）※別途有料・希望者のみ
3 あいやまガーデン（見学）
4 漁業文化交流センター（見学）

9:15 会場受付開始

9:50 過疎地域持続的発展優良事例発表会

11:50 解散（午前のみの参加者は専用バスで富山駅へ）

17:00 解散（富山駅）

12:00 （昼食：番屋亭（海鮮御膳））

虻ヶ島越しの立山連峰

氷見市漁業文化交流センター

第2分科会

©（一社）朝日町観光協会

©（一社）朝日町観光協会

©（公社）とやま観光推進機構

©（公社）とやま観光推進機構

現地視察 定員：８０名

（一社）ジソウラボ 代表理事 佐藤 みどり 氏
愛知県瀬戸市を中心に陶芸を学ぶ。2014年
富山県立山町に移住し、3年間立山町地域お
こし協力隊として活動。2015年から、全国か
らもの作りの作家が集うクラフトフェア「立山
Craft」を毎年主催。2017年NPO法人立山ク
ラフト舎を設立し代表理事を務める。

NPO法人立山 クラフト舎 代表理事/陶芸家

まちとひと 感動のデザイン研究所　代表

あさひコミュニティホール アゼリア

氷見市芸術文化館

としみち

スペシャルトークセッション
「富山県朝日町発、日本の幸せづくり
～一人ひとりが住みたい場所に住み続けるために～」
藤野 英人 氏

畠山 洋平 氏
× （ ）



現地視察 定員：８０名

全国過疎問題シンポジウム2023 in とやま
開催のご案内

過疎地域では、人口減少や少子高齢化が進展し、産業の衰退による地域社会の活力の低下をはじめ、
集落機能の低下等さまざまな課題に直面しています。 

一方で、豊かな自然や農地、森林などを有する過疎地域は、水源の涵養、食料の生産、自然災害の防止といった
人々の生活や生産活動を支える公益的役割を担うとともに、ウェルビーイング〈自分らしく幸せに生きられること〉を

実感できる『幸せの基盤』が揃っています。
「全国過疎問題シンポジウム2023 in とやま」は、

過疎地域の可能性について、新たな気づきや発見がある場とするとともに、全国の優れた取組にふれ、
参加者相互の交流を図るなど、人と人とのつながりを通じて将来に向けた取組を考える契機となることを目指します。 

大会趣旨

木
26日 全体会 富山県民会館ホール（富山市）

木
26日 交流会 ANAクラウンプラザホテル富山（富山市）

金
27日 分科会（優良事例発表会・現地視察） 朝日町／氷見市

12:00 受付開始
11:00 展示ブースオープン

13:00 開会式

8:30 富山駅北口発（専用バス利用の場合）

・開会宣言
・主催者挨拶
・歓迎挨拶

富山県地域振興団体協議会過疎地域振興部会長（朝日町長）
総務大臣　（一社）全国過疎地域連盟会長
富山県知事

指出 一正 氏（（株）sotokoto online 編集長）
藤田 とし子 氏（まちとひと 感動のデザイン研究所 代表）
金子 知也 氏（（公社）中越防災安全推進機構にいがたイナカレッジ マネージャー）
島田 優平 氏（（一社）ジソウラボ 代表理事）
佐藤 みどり 氏（NPO法人立山 クラフト舎 代表理事）

［コーディネーター］
［パネリスト］

宮口 侗廸 氏（早稲田大学名誉教授）
1946年富山県富山市（旧細入村）生まれ。東京大学地理学科同大学院博士課程にて社会地理学を専攻し早稲田大学に勤
務、1985年教授、その後教育・総合科学学術院長を歴任。2017年名誉教授。国土審議会専門委員、大学設置審議会専門
委員、自治大学校講師、富山県景観審議会会長、富山市都市計画審議会会長を歴任、2021年3月まで総務省過疎問題懇
談会座長として、新しい過疎法の制定に尽力、地方の発展のあり方について発言を続ける。1985年から富山市在住。『過疎
に打ち克つー先進的な少数社会をめざしてー』（原書房）ほか著書多数。

・当日は富山駅と各分科会場および各視察先を結ぶ専用バスを運行します。
・現地視察の定員は各80名です。申込多数の場合は抽選により参加者を決定します。
・現地視察に参加される方には、参加費（昼食代）が発生します。
・午前のみ参加の方は無料です。（終了後、専用バスにて富山駅に戻ります）

基調講演《講師》

金子 知也 氏

中越地震により過疎化が加速した新潟県中越
地域の農村地区で都市部の若者を受け入れ
るプログラム「にいがたイナカレッジ」を
2012年に立ち上げる。プログラムへの参加
をきっかけに定住する人も多くみられるよう
になり、県内各地にも活動の輪を広げている。

藤田 とし子 氏

かしわインフォメーションセンター時代に
は、クチコミを活用した魅力発信事業でまち
のにぎわいと回遊性を創出。その後も一貫
して持続可能なまちづくりにこだわり、市民
起点の『まち歩きMAPプロジェクト』を全国
150エリアで展開。次世代人材の育成に力
を注いでいる。 

島田 優平 氏

2008年から家業の林業に携わる。森林を
キーワードに人と人との関係性や地域の方向
性について考え、各種事業に参画。井波日本
遺産推進協議会ワーキンググループ座長と
して、日本遺産関連事業を推進。これを機に
ジソウラボを有志で設立し、地域活性に取り
組む。

パネルディスカッション《パネリスト》

朝日町

公益社団法人 中越防災安全推進機構
にいがたイナカレッジ マネージャー

●交流会参加費
お一人様：5,000円

富山の地酒もご用意しています。
皆様のご参加をお待ちしております。

指出 一正 氏（（株）sotokoto online 編集長）
『ソトコト』編集長。富山県「くらしたい国、富山」推進本部本部員、島根県「しまコトアカデミー」メイン講師、山形県小国町「白
い森サスティナブルデザインスクール」メイン講師、和歌山県田辺市「たなコトアカデミー」メイン講師、福島相双復興推進
機構「ふくしま未来創造アカデミー」メイン講師、奥大和地域誘客促進事業実行委員会、奈良県、吉野町、天川村、曽爾村
「MIND TRAIL  奥大和 心のなかの美術館」エリア横断キュレーター、群馬県庁31階「ソーシャルマルシェ&キッチン
『GINGHAM（ギンガム）』」プロデューサーをはじめ、地域のプロジェクトに多く携わる。内閣官房、総務省、国土交通省、農
林水産省、環境省などの国の委員も務める。経済産業省「2025年大阪・関西万博日本館」クリエイター。著書に『ぼくらは
地方で幸せを見つける』（ポプラ新書）。

パネルディスカッション《コーディネーター》

宮口 侗廸 氏（早稲田大学名誉教授）
総務大臣賞及び全国過疎地域連盟会長賞受賞団体

［コーディネーター］
［発表者］

1 ヒスイテラス（見学・ヒスイ探し）
2 ふるさと美術館（見学・DX取組事例紹介）

17:30 受付開始

9:15 会場受付開始

9:50 過疎地域持続的発展優良事例発表会

11:55

12:30 解散（午前のみの参加者は専用バスで富山駅へ）

17:00 解散（富山駅）

12:40 （昼食：紋左（たら汁定食））

18:00 開会～ 19:30 閉会

13:20 令和５年度過疎地域持続的発展優良事例表彰式

13:50 休憩

15:00 休憩

16:55 次期開催県紹介

17:00 閉会

15:10 パネルディスカッション
「ウェルビーイング先進地域
～多様な人材が創るこれからの地域社会～」

14:05 基調講演「過疎地域の使命」
《講師》宮口 侗廸 氏（早稲田大学名誉教授）

（一社）みらいまちラボ合同代表、
レオス・キャピタルワークス株式会社 代表取締役会長兼社長 CEO＆CIO

（朝日町次世代パブリックマネジメントアドバイザー、（株）博報堂）

あさひ舟川「春の四重奏」

ヒスイテラスから望むヒスイ海岸

第1分科会

8:30 富山駅北口発（専用バス利用の場合）

氷見市

指出 一正 氏（（株）sotokoto online 編集長）
総務大臣賞及び全国過疎地域連盟会長賞受賞団体

［コーディネーター］
［発表者］

1 氷見漁港場外市場 ひみ番屋街（お土産等購入）
2 SAYS FARM（見学、ワイン試飲※）※別途有料・希望者のみ
3 あいやまガーデン（見学）
4 漁業文化交流センター（見学）

9:15 会場受付開始

9:50 過疎地域持続的発展優良事例発表会

11:50 解散（午前のみの参加者は専用バスで富山駅へ）

17:00 解散（富山駅）

12:00 （昼食：番屋亭（海鮮御膳））

虻ヶ島越しの立山連峰

氷見市漁業文化交流センター

第2分科会

©（一社）朝日町観光協会

©（一社）朝日町観光協会

©（公社）とやま観光推進機構

©（公社）とやま観光推進機構

現地視察 定員：８０名

（一社）ジソウラボ 代表理事 佐藤 みどり 氏
愛知県瀬戸市を中心に陶芸を学ぶ。2014年
富山県立山町に移住し、3年間立山町地域お
こし協力隊として活動。2015年から、全国か
らもの作りの作家が集うクラフトフェア「立山
Craft」を毎年主催。2017年NPO法人立山ク
ラフト舎を設立し代表理事を務める。

NPO法人立山 クラフト舎 代表理事/陶芸家

まちとひと 感動のデザイン研究所　代表

あさひコミュニティホール アゼリア

氷見市芸術文化館

としみち

スペシャルトークセッション
「富山県朝日町発、日本の幸せづくり
～一人ひとりが住みたい場所に住み続けるために～」
藤野 英人 氏

畠山 洋平 氏
× （ ）

https://www.town.asahi.toyama.jp/soshiki/shokokanko/kankou/1457356786241.html
https://www.town.asahi.toyama.jp/section/buntai/museum.html
https://himi-banya.jp/
https://www.saysfarm.com/
https://www.aiyamagarden.jp/
https://himigyogyou.com/
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木26日
全体会

テーマ

金27日
分科会

朝日町
●令和５年度
　過疎地域持続的発展優良事例表彰式
●基調講演「過疎地域の使命」
　《講師》宮口 侗廸 氏（早稲田大学名誉教授）
●パネルディスカッション
「ウェルビーイング先進地域
～多様な人材が創るこれからの地域社会～」
ＡＮＡクラウンプラザホテル富山（富山市）

富山県民会館ホール（富山市） ●第１分科会 優良事例発表・現地視察
（あさひコミュニティホールアゼリア）

氷見市 ●第２分科会 優良事例発表・現地視察
（氷見市芸術文化館）

南砺市 ●第３分科会 パネルディスカッション・現地視察
（南砺市井波総合文化センター）

主催／総務省、全国過疎問題シンポジウム実行委員会（富山県、一般社団法人全国過疎地域連盟、富山県地域振興団体協議会）
後援／農林水産省、国土交通省、子ども家庭庁（申請中）、文部科学省、厚生労働省、経済産業省、環境省、全国知事会、全国都道府県議会議長会、全国市長会、全国市議会議長
会、全国町村会、全国町村議会議長会、全国山村振興連盟、一般財団法人地域活性化センター、富山県市長会、富山県市議会議長会、富山県町村会、富山県町村議会議長会、公
益財団法人富山県市町村振興協会、読売新聞北陸支社、朝日新聞富山総局、 毎日新聞社富山支局、北陸中日新聞、株式会社日刊工業新聞社富山支局、日本経済新聞社富山支
局、（一社）共同通信社富山支局、時事通信社富山支局、北日本新聞社、富山新聞社、ＮＨＫ富山放送局、北日本放送、富山テレビ放送、チューリップテレビ、富山エフエム放送、一
般社団法人富山県ケーブルテレビ協議会

締切後、確定した参加内容を日本旅行よりメールにてご案内いたします。参加費が生じる場合、その振込先等に
ついても併せてご案内いたします。キャンセル料についてはWEBサイトをご確認ください。

令和５年９月8日（金）

※参加申込はWEBのみとなります。郵送、FAXによる申請は受け付けておりません。ご了承ください。 参加申込は
こちらから

富山駅

富山城址公園

県庁前公園

富山県庁
●

マルート●

オーバード・　
ホール●

●北陸電力

富山国際●
会議場　

高志の国文学館●

富山大和
●

秋水美術館●

●
富山市
ガラス
美術館

●富山
　市役所

●
CiC

●富山電気
　ビルディング

〒
●パレブラン高志会館

松川

４１

４１

▼至富山きときと空港

◀至高岡

至魚津▶

北陸新幹線

高山本線

あいの風とやま鉄道富山地方鉄道

国際会議場前駅

県庁前

市
内
電
車

現地視察 定員：８０名

金
27日 分科会（パネルディスカッション・現地視察） 南砺市

8:15 富山駅北口発（専用バス利用の場合）

・当日は富山駅と各分科会場および各視察先を結ぶ専用バスを運行します。
・現地視察の定員は各80名です。申込多数の場合は抽選により参加者を決定します。
・現地視察に参加される方には、参加費（昼食代）が発生します。
・午前のみ参加の方は無料です。（終了後、専用バスにて富山駅に戻ります）

南砺市 南砺市井波総合文化センター

図司 直也 氏（法政大学現代福祉学部 教授）
田口 太郎 氏（徳島大学大学院社会産業理工学研究部 准教授）
小玉 陽造 氏（山口県岩国市 市民協働部長）
小島 公明 氏（兵庫県朝来市いくの地域自治協議会 事務局長）
川島 尚子 氏（高知県室戸市まちづくり推進課 集落支援員）

［コーディネーター］
［パネリスト］

1 （一社）ジソウラボ取組紹介（概要説明・散策）
7年間で42件の空き家・空き店舗が再生されている井波のまちを、
散策しながら体感していただきます。（クラフトビール工房、コーヒーショップなど）

２ 世界遺産 相倉合掌造り集落（見学・お土産等購入）

9:00 会場受付開始

9:30

12:00 解散（午前のみの参加者は専用バスで富山駅へ）

17:00 解散（富山駅）

12:15 （昼食：道の駅木彫りの里（麦屋ポークの山海膳））

世界遺産 相倉合掌造り集落

ジソウラボ

第3分科会

参加申込のご案内

会場・交通案内

全体会会場・交流会　会場MAP

第1分科会　朝日町

●飛行機でお越しの場合
《富山きときと空港》

《富山きときと空港》から会場までは
タクシーで約２５分／バスで約25分
（富山市役所前下車すぐ）

▶富山～東京
▶富山～北海道

約５５分
約１時間２５分

●鉄道でお越しの場合
《JR富山駅》

▶富山～東京
▶富山～大阪
▶富山～名古屋

約2時間10分
約3時間10分
約3時間

●自動車でお越しの場合
《富山I.C》

▶富山～東京

▶富山～大阪

▶富山～名古屋

約４時間５0分

約4時間15分

約3時間

●参加費
（1名あたり）

●参加申込方法

全体会

分科会

参加無料
交流会 5,000円

参加無料
●第１分科会（朝日町） 2,130円（昼食代含む）
●第２分科会（氷見市） 2,200円（昼食代含む）
●第３分科会（南砺市） 1,950円（昼食代含む）

現地視察

午　前
木26日

10

金27日
10

ＵＲＬまたは二次元コードからWEBサイトにアクセスし、お申込みください。
https://va.apollon.nta.co.jp/kaso-symposium2023/
申込期限

お問合せ先

（関越自動車道 練馬I.C上信越自動車道-北陸自動車道 富山I.C）

（名神高速道路 豊中I.C-北陸自動車道 富山I.C）

（東海北陸自動車道 一宮I.C-北陸自動車道 富山I.C）《JR富山駅》から会場までは徒歩１０分

富山県民会館
〒930-0006
富山県富山市新総曲輪4番18号

全体会

ANAクラウン
プラザホテル富山
〒930-0084
富山県富山市大手町2番3号

交流会

２００m

あさひコミュニティホールアゼリア
〒939-0744 富山県下新川郡朝日町平柳６８８

第2分科会　氷見市
氷見市芸術文化館　
〒935-0021 富山県氷見市幸町31-9

第3分科会　南砺市
南砺市井波総合文化センター　
〒932-0231 富山県南砺市山見1400

●JR富山駅（南口）から徒歩約10分

●JR富山駅（南口）から徒歩約1５分

〒930-0001　富山市明輪町１番２３０号　TEL：076（433）1184
（営業日：平日10：00～18：00※土日祝日／年末年始は休業）

【観光庁長官登録旅行業第2号/一般社団法人日本旅行業協会正会員】
株式会社 日本旅行 TiS富山支店「全国過疎問題シンポジウム2023 in とやま」受付デスク 係（担当：木下・堀江・瀧川）

富山駅

専用バス乗り場

北口

市
内
電
車

北陸新幹線 あいの風とやま鉄道

オーバード・
ホール

富山市営
富山駅
北駐車場

牛島公園

富山駅北駐車場
バス駐車場

北口

パネルディスカッション
「集落の暮らしを未来へつなぐ
～縮退する過疎集落に向き合う現場での取組と課題～」

  

朝日I.C

泊駅
あいの風とやま鉄道

小
川

〒赤川橋

８ 月山東

平柳

泊駅前 荒川

朝日I.C口

200m 200m

氷見I.C

415

１６０

幸町
市民病院口

上庄川

●富山県立
　氷見高校

●
氷見
市役所

●
氷見
市民病院

471

156

閑乗寺公園
●道の駅井波

●南砺市民病院

●南砺市立井波中学校

●
南砺市立井波小学校

庄川

井波小学校前

坪野

200m

Himi

Asahi

Nanto

https://jisolabo.com/
https://www.info-toyama.com/attractions/41003
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木26日
全体会
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金27日
分科会

朝日町
●令和５年度
　過疎地域持続的発展優良事例表彰式
●基調講演「過疎地域の使命」
　《講師》宮口 侗廸 氏（早稲田大学名誉教授）
●パネルディスカッション
「ウェルビーイング先進地域
～多様な人材が創るこれからの地域社会～」
ＡＮＡクラウンプラザホテル富山（富山市）

富山県民会館ホール（富山市） ●第１分科会 優良事例発表・現地視察
（あさひコミュニティホールアゼリア）

氷見市 ●第２分科会 優良事例発表・現地視察
（氷見市芸術文化館）

南砺市 ●第３分科会 パネルディスカッション・現地視察
（南砺市井波総合文化センター）

主催／総務省、全国過疎問題シンポジウム実行委員会（富山県、一般社団法人全国過疎地域連盟、富山県地域振興団体協議会）
後援／農林水産省、国土交通省、子ども家庭庁（申請中）、文部科学省、厚生労働省、経済産業省、環境省、全国知事会、全国都道府県議会議長会、全国市長会、全国市議会議長
会、全国町村会、全国町村議会議長会、全国山村振興連盟、一般財団法人地域活性化センター、富山県市長会、富山県市議会議長会、富山県町村会、富山県町村議会議長会、公
益財団法人富山県市町村振興協会、読売新聞北陸支社、朝日新聞富山総局、 毎日新聞社富山支局、北陸中日新聞、株式会社日刊工業新聞社富山支局、日本経済新聞社富山支
局、（一社）共同通信社富山支局、時事通信社富山支局、北日本新聞社、富山新聞社、ＮＨＫ富山放送局、北日本放送、富山テレビ放送、チューリップテレビ、富山エフエム放送、一
般社団法人富山県ケーブルテレビ協議会

締切後、確定した参加内容を日本旅行よりメールにてご案内いたします。参加費が生じる場合、その振込先等に
ついても併せてご案内いたします。キャンセル料についてはWEBサイトをご確認ください。

令和５年９月8日（金）

※参加申込はWEBのみとなります。郵送、FAXによる申請は受け付けておりません。ご了承ください。 参加申込は
こちらから

富山駅

富山城址公園

県庁前公園

富山県庁
●

マルート●

オーバード・　
ホール●

●北陸電力

富山国際●
会議場　

高志の国文学館●

富山大和
●

秋水美術館●

●
富山市
ガラス
美術館

●富山
　市役所

●
CiC

●富山電気
　ビルディング

〒
●パレブラン高志会館

松川

４１

４１

▼至富山きときと空港

◀至高岡

至魚津▶

北陸新幹線

高山本線

あいの風とやま鉄道富山地方鉄道

国際会議場前駅

県庁前

市
内
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現地視察 定員：８０名

金
27日 分科会（パネルディスカッション・現地視察） 南砺市

8:15 富山駅北口発（専用バス利用の場合）

・当日は富山駅と各分科会場および各視察先を結ぶ専用バスを運行します。
・現地視察の定員は各80名です。申込多数の場合は抽選により参加者を決定します。
・現地視察に参加される方には、参加費（昼食代）が発生します。
・午前のみ参加の方は無料です。（終了後、専用バスにて富山駅に戻ります）

南砺市 南砺市井波総合文化センター

図司 直也 氏（法政大学現代福祉学部 教授）
田口 太郎 氏（徳島大学大学院社会産業理工学研究部 准教授）
小玉 陽造 氏（山口県岩国市 市民協働部長）
小島 公明 氏（兵庫県朝来市いくの地域自治協議会 事務局長）
川島 尚子 氏（高知県室戸市まちづくり推進課 集落支援員）

［コーディネーター］
［パネリスト］

1 （一社）ジソウラボ取組紹介（概要説明・散策）
7年間で42件の空き家・空き店舗が再生されている井波のまちを、
散策しながら体感していただきます。（クラフトビール工房、コーヒーショップなど）

２ 世界遺産 相倉合掌造り集落（見学・お土産等購入）

9:00 会場受付開始

9:30

12:00 解散（午前のみの参加者は専用バスで富山駅へ）

17:00 解散（富山駅）

12:15 （昼食：道の駅木彫りの里（麦屋ポークの山海膳））

世界遺産 相倉合掌造り集落

ジソウラボ

第3分科会

参加申込のご案内

会場・交通案内

全体会会場・交流会　会場MAP

第1分科会　朝日町

●飛行機でお越しの場合
《富山きときと空港》

《富山きときと空港》から会場までは
タクシーで約２５分／バスで約25分
（富山市役所前下車すぐ）

▶富山～東京
▶富山～北海道

約５５分
約１時間２５分

●鉄道でお越しの場合
《JR富山駅》

▶富山～東京
▶富山～大阪
▶富山～名古屋

約2時間10分
約3時間10分
約3時間

●自動車でお越しの場合
《富山I.C》

▶富山～東京

▶富山～大阪

▶富山～名古屋

約４時間５0分

約4時間15分

約3時間

●参加費
（1名あたり）

●参加申込方法

全体会

分科会

参加無料
交流会 5,000円

参加無料
●第１分科会（朝日町） 2,130円（昼食代含む）
●第２分科会（氷見市） 2,200円（昼食代含む）
●第３分科会（南砺市） 1,950円（昼食代含む）

現地視察

午　前
木26日

10

金27日
10

ＵＲＬまたは二次元コードからWEBサイトにアクセスし、お申込みください。
https://va.apollon.nta.co.jp/kaso-symposium2023/
申込期限

お問合せ先

（関越自動車道 練馬I.C上信越自動車道-北陸自動車道 富山I.C）

（名神高速道路 豊中I.C-北陸自動車道 富山I.C）

（東海北陸自動車道 一宮I.C-北陸自動車道 富山I.C）《JR富山駅》から会場までは徒歩１０分

富山県民会館
〒930-0006
富山県富山市新総曲輪4番18号

全体会

ANAクラウン
プラザホテル富山
〒930-0084
富山県富山市大手町2番3号

交流会

２００m

あさひコミュニティホールアゼリア
〒939-0744 富山県下新川郡朝日町平柳６８８

第2分科会　氷見市
氷見市芸術文化館　
〒935-0021 富山県氷見市幸町31-9

第3分科会　南砺市
南砺市井波総合文化センター　
〒932-0231 富山県南砺市山見1400

●JR富山駅（南口）から徒歩約10分

●JR富山駅（南口）から徒歩約1５分

〒930-0001　富山市明輪町１番２３０号　TEL：076（433）1184
（営業日：平日10：00～18：00※土日祝日／年末年始は休業）

【観光庁長官登録旅行業第2号/一般社団法人日本旅行業協会正会員】
株式会社 日本旅行 TiS富山支店「全国過疎問題シンポジウム2023 in とやま」受付デスク 係（担当：木下・堀江・瀧川）

富山駅

専用バス乗り場

北口

市
内
電
車

北陸新幹線 あいの風とやま鉄道

オーバード・
ホール

富山市営
富山駅
北駐車場

牛島公園

富山駅北駐車場
バス駐車場

北口

パネルディスカッション
「集落の暮らしを未来へつなぐ
～縮退する過疎集落に向き合う現場での取組と課題～」

  

朝日I.C

泊駅
あいの風とやま鉄道

小
川

〒赤川橋

８ 月山東

平柳

泊駅前 荒川

朝日I.C口

200m 200m

氷見I.C

415

１６０

幸町
市民病院口

上庄川

●富山県立
　氷見高校

●
氷見
市役所

●
氷見
市民病院

471

156

閑乗寺公園
●道の駅井波

●南砺市民病院

●南砺市立井波中学校

●
南砺市立井波小学校

庄川

井波小学校前

坪野

200m

Himi

Asahi

Nanto

https://www.bunka-toyama.jp/kenminkaikan/
https://www.anacrowneplaza-toyama.jp/
https://www.anacrowneplaza-toyama.jp/
http://asca-sc.com/sub17.html
https://www.himi-bunka.or.jp/
https://www.inami-sbc.com/

